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地域文化にフォーカスした映像表現活動の展開
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としてとりくみ、平成24年４月に完成、平成25
年３月、カトマンズ市内の映画館にて上映され
るはこびとなっている。
４．おわりに
　ドラマ、ドキュメンタリーを問わず、映像表
現に関わるさまざまなとりくみの中で、その土
地の風土と歴史の総体として営まれる人々の生
のあり様、すなわち文化というものをどのよう
に表象していくかが、常に作品の屋台骨になる
ものだと感じている。いいかえれば、土地に根
ざすところのない物語や人物造型はリアリティ
を欠き、人の心をうたない。この点において、
地域メディア活動と造園的視点による地域づく
りの哲学とは自然に重なりあうものといえるだ
ろう。
　造園学科における学び、恩師や学友との交流
を通じて培われてきた精神は、いまも自らが手
がける映像作品の根底に流れていると感じる。
あらためて感謝を申し上げたい。
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　いうまでもなく、こうしたテーマを設定した
目的は、これまで取り組んできた地域メディア
活動の方法論が国際的に展開し得るかの検証に
あった。近代ネパール社会の抱える問題点を訴
えつつも、同国の文化や伝統の素晴らしさを讃
えた本作は現地で好感をもって迎えられ、ネ
パール政府国家映画賞や短編映画祭批評家賞な
どを授与された。
　この作品を見た現地の映画プロデューサーの
オファーを受け、平成21年から、現地第２作と
なる長編劇映画『シリスコフル～花を散らす口
づけ』の製作（脚色・監督）を手がけることに
なった。
　グルカ傭兵としてビルマ戦線で日本軍と戦
い、心に深い傷を抱えた男と、カトマンズの貴
族の館で孤独な思索に耽る女との愛憎を描いた
本作は、同国の著名な作家パリジャート女史の
同名小説にして、同国文芸界の最高峰であるマ
ダン賞を受賞した物語を原作としている。内容
はきわめて精神的・抽象的であり、ネパール人
にとってもその難解さでよく知られている小説
である。
　戦争シーンをはじめとする撮影は当地におい
ては大規模なもので、２時間を超える大作（135
分）でもあることから、製作は困難をきわめた
が、ネパール文芸の精華を世界へ発信する試み
ネパール映画第２弾『シリスコフル～花を散ら
す口づけ』の一場面、ビルマ戦線シーンのロケ
セット
